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今
回
は
、
民
具
資
料
か
ら
﹁
雛
飾
り
﹂
、

文
書
資
料
か
ら
﹁
鍼
灸
師
出
張
広
告
﹂
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▽
雛
飾
り

　
親
王
飾
り
︵
男
雛
と
女
雛
で
完
結
す
る
型
︶

形
式
の
も
の
が
四
点
。
戦
前
か
ら
、
昭
和
四

十
年
ご
ろ
段
飾
り
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
る
ま

で
普
及
し
て
い
た
御
殿
雛
が
二
点
。
雛
掛
け

軸
二
点
と
押
し
絵
雛
一
点
。
そ
し
て
、
飾
り

に
付
加
す
る
汐
汲
み
人
形
︵
四
点
︶
と
雪
洞

︵
ぼ
ん
ぼ
り
︶
一
対
。

　
こ
れ
ら
は
、
三
月
十
四
日(

火)

ま
で
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
二
階
の
資
料
室
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
ひ
な
人
形
の
主
人
公
は
本
来
﹁
雄
雛
﹂
と

﹁
雌
雛
﹂
で
す
が
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作
詞

の
﹁
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
﹂
︵
昭
和
十
一
年

発
売
︶
が
広
ま
っ
て
以
来
、
﹁
お
内
裏
様
・

お
ひ
な
様
﹂
と
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
本
来
、
﹁
老
人
﹂
と
﹁
若
人
﹂

が
﹁
右
大
臣
、
左
大
臣
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
も
同
じ
事
情
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

︵
参
考
﹁
平
出
人
形
店
の
栞
﹂
︶

﹁
書
窓
平
成
二
十
三
年
三
月
号
﹂
よ
り

▽
鍼
灸
師
出
張
広
告

　
長
野
県
西
筑
摩
郡
讀
書
村
︵
現
・
木
曽
郡

南
木
曽
町
︶
の
鍼
灸
師
・
島
崎
小
文
次
が
、

明
治
三
十
四
年
八
月
四
日
か
ら
二
週
間
に
亘

っ
て
豊
場
村
に
出
張
治
療
に
来
た
際
の
広
告

ビ
ラ
で
す
。

　
当
地
が
選
ば
れ
た
の
は
、
名
古
屋
に
来
た

時
、
﹁
當
豐
塲
□
ヨ
リ
モ
陸
續
諸
君
之
御
來

訪
ニ
預
カ
リ
候
處
今
般
當
豐
楽
亭
方
へ
二
週

間
出
張
仕
ル
⋯
︵
後
略
︶
﹂
か
ら
と
末
尾
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
　

　
豊
場
の
そ
の
場
所
は
大
門
に
あ
っ
た
﹁
豊

楽
亭
﹂
と
い
う
芝
居
小
屋
兼
娯
楽
場
で
す
。

﹁
当
時
の
大
門
は
豊
楽
亭
を
中
心
に
人
通
り

も
多
﹂
︵
﹃
郷
土
文
集
第
一
集
﹄
︶
い
繁
華

街
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
﹁
豊
場
﹂
の
表
記
は
、
概
ね
戦

前
の
文
書
で
は
、
今
と
は
違
い
こ
の
資
料
の

よ
う
な
旧
字
、﹁
豐
塲
﹂
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

﹁
書
窓
平
成
二
十
五
年
三
月
号
﹂
よ
り

　
﹁
史
料
か
ら
ひ
も
と
く
豊
山
﹂
は
、
今
月

号
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
新
栄
小
学
校
で
は
、
﹁
健
康
な
体
を
つ
く

る
﹂
こ
と
を
重
点
努
力
目
標
に
掲
げ
、
次
の

よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

<

一
輪
車
運
動>

　
年
間
を
通
し
て
、
一
輪
車
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
運
動
場
に
は
、
一
輪
車
練
習
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
休
み
時
間
に
自
由
に
一
輪

車
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
週
木
曜

日
に
は
、
高
学
年
の
一
輪
車
認
定
委
員
の
児

童
に
よ
る
認
定
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
輪
車
に
乗

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
・
ホ
ッ

ピ
ン
グ
・
ス
ピ

ン
な
ど
の
技
に

挑
戦
し
、
名
人

を
目
指
し
て
い

ま
す
。

<

な
わ
と
び
運
動>

　
二
学
期
に
は
、
な
わ
と
び
運
動
を
行
い
ま

す
。
長
な
わ
週
間
に
は
、
学
級
ご
と
に
八
の

字
と
び
を
何
回
続
け
ら
れ
る
か
、
数
え
な
が

ら
練
習
し
ま
す
。
長
な
わ
の
回
し
方
や
、
長

な
わ
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
長

く
続
い
た
と
き
は
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に

な
っ
て
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
な
わ
と
び
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
短
な
わ
と

び
も
練
習
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
技
を
既
定

の
回
数
で
、
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
一

級
か
ら
十
級
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
十
二
月
に
は
、

な
わ
と
び
大
会
を
行

い
、
練
習
の
成
果
を

競
い
ま
す
。

<
マ
ラ
ソ
ン
運
動>

　
三
学
期
は
、
マ
ラ
ソ
ン
運
動
で
す
。

　
二
時
間
目
と
三
時
間
目
の
間
に
、
マ
ラ
ソ

ン
タ
イ
ム
を
設
け
て
五
分
間
走
り
ま
す
。
初

め
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
め
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
上

手
に
五
分
間
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
二
月
に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し
ま

す
。
一
生
懸
命
走
る
子
ど
も
た
ち
に
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
声
援
が

送
ら
れ
ま
す
。
最
後

ま
で
走
り
切
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
顔
に
は
、

充
実
感
が
広
が
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
運

動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
生
活
習
慣
に
も

目
を
向
け
、
健
康
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


